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新型コロナウィルス感染症については日々状況が変わり、情報も錯綜していますが、厚生労働省が示してい

る日常生活における考え方を抜粋したものを載せます。今、各自ができる対策について確認をしてください。 

 

 

新型コロナウイルスに対する地域での対策として、クラスター（集団）の発生を防止することが重要で

す。これまで感染が確認された場に共通するのは、①換気の悪い密閉空間、②人が密集していた、③近

距離での会話や発声が行われた。これら３つの条件が同時に重なった場です。  

これら３つの条件がすべて重ならないまでも １つないし ２つの条件があれば、何かのきっかけに ３つの

条件が揃うことがあります。例えば、満員電車では、①と②がありますが③はあまりなされません。しか

し、場合によっては③が重なることがあります。また、一連の活動のなかで多くの時間は ３つ条件が揃

わなくても、あるときにはそうした機会があることがあります。例えば通常の野外スポーツをしている際

には３つの条件は揃いませんが、着替えやミーティングにおいては①から③の条件が重なることがあり

ます。そのため、３つの条件ができるだけ同時に重ならないようにすることが対策となります。  

また、上記の条件の他に、共用の物品を使用していたという場面もあります。こうした状況では接触

感染がおこる場合があります。 これまで、換気の悪い閉鎖空間で人が近距離で会話や発語を続ける環

境、例えば、屋形船、スポーツジム、ライブハウス、展示商談会、懇親会等での発生が疑われるクラスター

の発生が報告されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クラスター（集団）の発生のリスクを下げるための３つの原則】  

１ 換気を励行する：窓のある環境では、可能であれば 2 方向の窓を同時に開け、換気を励行します。 

ただ、どの程度の換気が十分であるかの確立したエビデンスはまだ十分にありません。  

２ 人の密度を下げる：人が多く集まる場合には、会場の広さを確保し、お互いの距離を１～2 メートル 

程度あけるなどして、人の密度を減らす。  

３ 近距離での会話や発声、高唱を避ける：周囲の人が近距離で発声するような場を避けてください。 

やむを得ず近距離での会話が必要な場合には、自分から飛沫を飛ばさないよう、咳エチケットの 

要領でマスクを装着するかします。  

 

これらに加えて、こまめな手指衛生と咳エチケットの徹底、共用品を使わないことや使う場合の充分な

消毒は、感染予防の観点から強く推奨されます。  
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